
厳しい寒さの中、冬の陽だまりがことのほか暖かく感じる季節になりました。 

11月 19日(火)に教育懇談会に参加してきました。内容をご報告させていただきます。 

 

◆教育懇談会とは？ 

例年 11月に開催され、伊丹市の教育長を初め、教育に携わっている方々と私たち PTAが話をする会です。話し合

いの中で、各学校の PTA が連Ｐと共に市内全域で関わる課題などを、保護者代表として質問事項をまとめて、教育

委員会へ質問をしたりします。 

 

 太田教育長より  

家庭での生活習慣と学力調査の点数の関係性について、朝食を食べている子と食べていない子の正答率を比較し

たところ、食べていない子の方が正答率が低いことがわかった。下の表はそれをグラフにしたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
伊丹市立鴻池小学校 

ＰＴＡ 執行部 

令和 6年 12月 16日 

（臨時号） 
Ｐ・Ｔ・Ａ一人一人の参加から！ 

ＰＴＡだより



学力の形成に学校は力を尽くすが、家庭での生活習慣も大事であると考えている。また、今回の兵庫県知事選で

もわかるように、今は何に関してもインターネットやＳＮＳを使う時代で、子どもたちはそんな社会の中で育って

いるのが現状。その中でどの情報が本当に正しいのかを見抜く力や、友達の写真などを不意にＳＮＳにアップした

り送ることは犯罪になる、ということを改めて学校でしっかりと教えていかなければいけないと感じている。 

 

 懇談会  

今年度から最初にテーマをしぼり、各学校気になるものを選び質問をする形になった。 

今年度は『①ＩＣＴについて』『②学校環境について』『③児童の生活・健康安全について』『④部活動の地域移行

について』の４つのテーマに分かれ、鴻池小学校からは、今後一番の課題となってくるであろう④のテーマを選択

し、「地域クラブの担い手の現状について教えていただきたい。」と質問した。 

 

質問：「地域クラブの担い手の現状について教えていただきたい。」 

【保健体育課課長より回答】 

１１月末〆切りで地域の受け皿を募集している段階。具体的な数は、現在も募集中で今の段階で詳しい数をお伝

えするのは難しい。その募集とあわせて、既存しているクラブ団体や教室・講座(ことば蔵・スワンホール・きらら・

ラスタ等)も受け皿の１つとして募集し洗い出している。来年１月～２月にある各中学校の入学説明会の時には、一

覧表にしたものを持参して案内をする予定。 

１次募集⇒既存の団体・教室・講座の中で探す。１次募集であがったリストを見て、こういう形の活動なら自分た

ちもできるかも、と思ってくれる団体が出てきていただけたら、２次募集・３次募集の中で拾い上げていく流れに

なる。 

※今後の部活動の地域移行の流れ〈伊丹市の HPより抜粋〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育長より追加回答】 

地域のスイミングスクールや、スポーツセンターでのなぎなたや剣道、今は小学生のみの受け入れだが、中学生

も受け入れ可能なクラブ団体がないか声をかけている。既存の団体には、今と変わらない形で活動に参加が出来る

かも確認している最中である。何か新しいものをというより、プラスアルファで参加をさせてもらえるかを主にし

て、募る形になっている。現在１学年の子どもの数はおよそ２７００人で、どのくらいの人数が部活動に入りたい

と考えているのかもわからない状況にあるので、たくさんの受け皿を作り、１人でも多くの子どもが部活動に参加

できるようにしていきたい。 

野球やサッカー、あるいは別の習い事に子どもが通っていて、有益な情報だと思うものがあれば、ネットなどを

通じて発信してほしい。 

 

【参加しての感想】 

④『部活動の地域移行について』では会費についての疑問や、指導者の人なり(犯罪履歴等)の見極め方、トラブル

の際の窓口等、たくさん質疑応答がありました。まだ決まっていないことが多かったり、決めるべき事と事の実行

が同時進行で行われているので、詳細が分かりにくいのが現状です。また何か情報があれば、発信していけたらと

思います。 

 

教育懇談会の詳細（議事録）は後日伊丹市のＨＰにアップされます。興味のある方は、ご覧ください。 


